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＜知覚表明文＞   ：事態時注視点・事態時視座 富士山が見える。 
＜回想・意志表明文＞：事態時注視点・表現時視座 私は駅へと急いだ。 
＜認識表明文＞   ：       表現時視座 この夏は暑いね。 
（任意に持ち出される題目のみで特定の注視点はない） 
＜非眼前情報伝達文＞：事態時注視点（特定の視座に依らない） 





























































 論文の構成は、第 1章の序論の後、第 2章では先行研究をまとめ、第 3章から第 7章で筆
者独自の理論構築を行っている。さらに第 6章、7章でその理論を実証し、第 8章でまとめ
と考察を行っている。 








４．＜主題提示 「ハ」＞と＜中立叙述 「ガ」＞は無標、＜対比 「ハ」＞と＜解答提示（指
定）「ガ」＞は前項焦点で、有標の取立て表現である。 
 
以上のように、「ハ」と「ガ」の使い分けに関して、さらに明らかにすべき点も残されては
いるものの、本論文はこれまでの数多くの理論を整理して、独自の論を組み立て、話者がど
のように事態を捉えている場合に、「ハ」を用いるのか、または、「ガ」を用いるのかという
使い分けの原理、つまり、「ハ」が発話契機の内在を、「ガ」が発話契機の外在を示す機能を
持ち、話者はそれをふまえて、（１）知覚として述べれば「ガ」、認識として述べれば「ハ」、
（２）前提・焦点構造で述べれば「～ハ～ガ」、焦点だけで述べれば「ガ」、（３）無標の形を
とれば、中立叙述が「ガ」で主題提示が「ハ」、取立て表現をとれば、解答提示が「ガ」で対
比が「ハ」、という選択を行っていることを示した点で高く評価できる。実証するデータの質
並びに量、また、様々な概念や用語の解説などについては必ずしも十分とは言えない箇所も
見られるが、日本語以外の言語にも「ハ」と「ガ」の対立に似たものがあるのか、話してい
る内容に対する話し手の判断や感じ方を表す言語表現であるモダリティーとの関連はどのよ
うになっているのかなど、今後のさらなる理論的発展の出発点となる論文として大いに期待
できるものである。よって、審査委員会は全員一致で、申請者に対し、博士（文学）の学位
を授与するのが適当であるとの結論に達した。 
 
